
日
本
の
中
華
街
は
日
本
人
を
対
象
に

イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
ら
れ
て
い
る

北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
の
地
域
で
は
、
従
来
、
中
国
系
移

民
の
集
団
的
な
移
住
に
よ
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
は
人
々
に

と
っ
て
商
売
の
場
で
あ
り
、
生
活
の
空

間
で
あ
り
、
訪
れ
る
人
も
中
国
系
の
人

が
主
体
と
さ
れ
て
い
る
。

各
地
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
は
、
中

国
で
最
大
の
年
中
行
事
で
あ
る
春
節
を

祝
う
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が

あ
る
。
し
か
し
、
春
節
は
、

中
国
系
の
人
々
に
と
っ
て
、

あ
く
ま
で
も
自
分
自
身
の

祭
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
な

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

春
節
祭
を
見
る
た
め
に
チ

ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
来
る
観

光
客
も
い
る
が
、
そ
こ
に

住
み
暮
ら
し
て
い
る
中
国

系
の
人
々
に
と
っ
て
は
、

春
節
祭
は
観
光
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本

の
中
華
街
は
中
国
人
だ
け

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
な

く
、
特
に
神
戸
や
長
崎
の

中
華
街
の
場
合
で
は
、
そ

こ
に
居
住
す
る
人
は
少
な

く
、
生
活
の
場
所
と
い
う

よ
り
も
、
む
し
ろ
商
業
の

街
と
し
て
の
機
能
が
強

い
。
そ
し
て
、
構
成
員
の
半
分
以
上
は

中
国
系
の
人
で
は
な
く
、
日
本
人
で
あ

る
。
横
浜
中
華
街
で
も
、
多
く
の
中
国

系
の
人
が
居
住
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
中
華
街
を
訪
れ
る
人
た
ち
の
多

く
は
日
本
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
の
中
華
街
は
、
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
「
日
本
的
」
で
あ
り
、

日
本
人
を
対
象
に
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
春
節
祭
も
日

本
人
の
観
光
客
を
主
な
対
象
と
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
北
米
や
東

南
ア
ジ
ア
の
中
華
街
と
大
き
な
違
い
が

あ
る
。
中
華
街
に
お
け
る
伝
統
文
化
の

創
造
活
動
で
は
、
日
本
人
も
主
人
公
と

し
て
活
躍
し
て
き
た
。
日
本
人
と
一
体

化
し
た
中
華
街
、
そ
れ
は
、
世
界
で
も

珍
し
い
中
華
街
の
姿
で
あ
り
、
そ
こ
に

お
も
し
ろ
さ
も
あ
る
。

中
華
街
は
外
国
人
居
留
地
の
一
角
に

雑
居
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

日
本
の
中
華
街
の
夜
明
け
は
江
戸
時

代
に
始
ま
る
。
ま
ず
、
当
時
日
本
で
唯

一
の
開
港
地
だ
っ
た
長
崎
に
、
三
江

さ
ん
こ
う

や

福
建
な
ど
か
ら
貿
易
に
従
事
す
る
中
国

人
（
の
ち
に
「
華
僑
」
と
呼
ば
れ
る
）
が

渡
来
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
開

国
前
後
に
神
戸
、
横
浜
、
函
館
が
開

港
さ
れ
る
と
、
広
東
か
ら
も
多
く
の
中

国
人
が
や
っ
て
き
た
。

開
港
後
の
長
崎
、
神
戸
、
横
浜
で

は
、
条
約
国
の
外
国
人
を
集
中
的
に
居

住
さ
せ
る
外
国
人
居
留
地
が
設
置
さ
れ

た
。
居
留
地
内
で
は
居
留
外
国
人
に
よ
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る
自
治
行
政
が
実
施
さ
れ
、
問
題
が
発

生
し
て
も
、
日
本
政
府
の
権
限
は
排
除

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
１
９
４
９
年
ま
で
中
国
の
上
海
と
天

津
に
存
在
し
た
外
国

人
租
界
の
影
響
を
受

け
て
い
た
か
ら
だ
。

し
か
し
当
時
、
日

本
と
条
約
を
締
結
し

て
い
な
か
っ
た
国
の

民
で
あ
る
中
国
人

は
、
基
本
的
に
居
留

地
の
な
か
で
の
居
住

を
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
居
留
地
以
外
の
地
域
に
住
む

こ
と
や
日
本
人
と
の
雑
居
も
許
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
当
時
、
来
日
す
る
中
国

人
の
多
く
は
、
欧
米
の
商
船
に
乗
っ
て
、

欧
米
人
を
対
象
に
し
た
商
売
に
従
事
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
外
国
人
居
留
地

の
一
角
に
ひ
っ
そ
り
と
雑
居
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
一
角

が
、
の
ち
の
中
華
街
と
し
て
発
展
し
た

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
の
中
華
街
の
歴
史
は

日
本
の
開
港
に
伴
う
、
中
国
人
を
含
む

外
国
人
の
来
日
と
同
時
に
始
ま
り
、
中

華
街
は
外
国
人
居
留
地
と
と
も
に
、
横

浜
、
神
戸
、
長
崎
の
町
に
異
文
化
の

色
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
華
街
は
、
日
清
戦
争
や

日
中
戦
争
に
よ
り
、
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
。
戦
前
の
賑
わ
い
と
中
国
的

な
景
観
は
、
戦
後
か
ら
１
９
７
０
年
代

ご
ろ
ま
で
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
特

に
、
横
浜
や
神
戸
の
中
華
街
で
は
、
朝

鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
期
、
外

人
バ
ー
や
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
が
急
増

し
、
裏
町
や
歓
楽
街
の
要
素
が
加
わ
っ

た
た
め
に
、
怖
い
、
汚
い
、
暗
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
、
一
般
の
人
が

訪
れ
る
街
で
は
な
く
な
っ
た
。
一
時
期
、

日
本
映
画
の
暴
力
団
が
登
場
す
る
シ
ー

ン
な
ど
は
、
い
つ
も
中
華
街
で
撮
影
が

行
な
わ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

70
〜
80
年
代
に
中
華
街
の
整
備
が
進
み
、

全
国
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
始
め
た

70
年
の
大
阪
世
界
万
国
博
覧
会
の
こ

ろ
か
ら
中
華
街
を
訪
れ
る
人
が
増
え
始

め
た
が
、
さ
ら
に
中
華
街
を
整
備
・
発

展
さ
せ
る
た
め
に
、
横
浜
中
華
街
で
は
、

71
年
に
中
華
街
で
商
売
を
営
ん
で
い
る

華
僑
と
日
本
人
が
協
力
し
て
、
発
展
会

を
前
身
と
す
る
、
横
浜
中
華
街
発
展
会

協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
協
同

組
合
は
、
次
々
と
活
発
な
活
動
を
行
な

い
、
街
を
盛
り
上
げ
る
の
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。

ま
ず
、
中
華
街
の
イ
メ
ー
ジ
を
改
善

す
る
目
的
で
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
中
華

門
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
歩
道
の
改
装

と
舗
装
も
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

76
年
時
点
で
横
浜
中
華
街
に
は
５
つ
の

門
が
建
て
ら
れ
た
。

72
年
の
日
中
国
交
回
復
に
よ
る
友
好

ム
ー
ド
の
も
と
、
牌
楼

は
い
ろ
う

が
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
頻
繁
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
80
年
代
に
入

る
と
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
ブ
ー
ム
と
と
も
に

中
華
街
へ
の
関
心
は
さ
ら
に
高
ま
り
、

全
国
各
地
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

横
浜
中
華
街
を
皮
切
り
と
し
、
神
戸

南
京
町
と
長
崎
新
地
中
華
街
で
も
、
中

華
街
を
発
展
さ
せ
る
目
的
で
、
中
華
街

商
店
街
振
興
組
合
が
設
立
さ
れ
、
中
華

街
の
建
設
が
始
め
ら
れ
た
。
80
年
代
の

前
半
ま
で
に
は
、
両
中
華
街
と
も
、
中

華
門
を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ー
ド
面
の
建

設
と
整
備
が
行
な
わ
れ
た
。

建
設
に
は
、
中
華
街
を
単
に
商
業

地
・
観
光
地
と
し
て
築
い
て
い
く
だ
け

で
な
く
、
豊
か
な
中
国
伝
統
文
化
を
持

つ
街
と
し
て
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
趣

向
が
凝
ら
さ
れ
た
。
特
に
、
中
華
街
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
中
華
門
の
建
設
は
、

よ
り
本
物
ら
し
い
も
の
を
つ
く
ろ
う
と

中
国
の
風
水
思
想
な
ど
に
基
づ
い
て
設

計
さ
れ
、
東
西
南
北
の
門
は
そ
れ
ぞ
れ

青
、
白
、
赤
、
黒
に
色
分
け
さ
れ
、

各
門
に
守
衛
神
と
し
て
霊
獣
が
彫
り
込

ま
れ
た
。

中
国
伝
統
文
化
か
ら
イ
ベ
ン
ト
が
生
ま
れ

地
域
の
新
た
な
伝
統
行
事
に
な
っ
た

日
本
の
中
華
街
の
振
興
と
発
展
は
、

横
浜
で
は
70
年
代
、
長
崎
と
神
戸
で
80

年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
現
在
の
中
華
街
の
イ
メ
ー
ジ
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は
、
た
か
だ
か
20
数
年
間
で
形
づ
く
ら

れ
て
き
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
街
並
み
の
特
徴
が
徐
々
に
失

わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
状
況
に
危
機
感
を
持

っ
た
中
華
街
の
人
々
が
、
自
ら
変
え
て

い
こ
う
と
し
た
結
果
、
得
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
華
僑
の
ル
ー
ツ
を
意
識
し
な

が
ら
、
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
差
異
化

を
図
る
と
同
時
に
、
日
本
の
な
か
に
溶

け
込
む
よ
う
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

中
華
街
に
現
在
の
よ
う
な
繁
栄
を
も

た
ら
し
た
の
は
、
80
年
代
半
ば
に
中
華

街
で
始
め
ら
れ
た
「
春
節
祭
」
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
横
浜
の
「
関

帝
祭
」「
媽ま

祖そ

祭
」「
中
秋
祭
」、
神
戸

南
京
町
の
「
中
秋
祭
」、
長
崎
の
「
唐

人
屋
敷
祭
」「
中
秋
祭
」
な
ど
、
中
国

伝
統
文
化
を
ベ
ー
ス
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
中
華
街
の
ソ

フ
ト
面
に
お
け
る
行
事
は
、
観
光
客
を

呼
び
、
街
お
こ
し
の
た
め
に
企
画
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

春
節
祭
は
、
元
来
、
中
国
の
春
節

と
元げ

ん

宵し
ょ
う

節
の
習
慣
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
だ
が
、
中
華
街
の
そ
れ
は
、
必
ず

し
も
伝
統
文
化
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

と
う
し
ゅ
うし
た

も
の
で
は
な
い
。
各
地
域
の
状
況
に
あ

わ
せ
て
中
国
文
化
の
一
部
を
選
択
し
、

新
た
に
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
年
々
盛
大
に

な
り
、
地
域
の
観
光
に
大
き
く
寄
与
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
長
崎
の

春
節
祭
は
、
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
発
展
し
、
長
崎
市
の
冬
を
飾
る
大

き
な
風
物
詩
と
も
な
り
、
日
本
全
国
の

主
要
な
伝
統
行
事
・
祭
・
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
と
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

横
浜
中
華
街
で
は
政
治
的
対
立
を

超
え
て
、
経
済
発
展
が
進
ん
だ

横
浜
中
華
街
は
長
崎
や
神
戸
と
異
な

り
、
多
く
の
華
僑
が
居
住
し
て
お
り
、

商
売
の
街
の
み
な
ら
ず
、
生
活
の
街
で

も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
華
街
の
経

済
の
発
展
は
、
華
僑
の
生
活
に
密
接
に

関
わ
っ
て
い
る
。

１
９
４
９
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の

成
立
は
、
横
浜
華
僑
社
会
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
華
僑
社
会
は
台
湾
支

持
派
と
大
陸
支
持
派
と
に
分
裂
し
、
学

校
も
二
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
は
、
政
治

的
緊
張
の
部
分
的
緩
和
、
中
華
街
の
急

速
な
経
済
発
展
、
日
本
社
会
の
エ
ス
ニ

ッ
ク
ブ
ー
ム
や
観
光
需
要
の
増
大
な
ど
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長崎の新地中華街
1986年にシンボルとなる中華門が完成。観光客を
呼ぶため、翌年、中国の伝統にちなんだ春節祭が中華街
振興組合によって計画された。赤い灯籠を飾ることが祭
の主題であったため、灯籠祭と呼ばれた。新地中華街は
わずか40店舗ほどで、そのうち約半分は日本人が経営
する。華僑と日本人は一体となり、灯籠祭を自分たちの
祭として育てあげた。
94年に長崎都市発展戦
略の一環として正式な観光
の柱と位置づけられ、長崎
市全体の祭「ランタンフェ
スティバル」に発展。開催期
間の2週間の集客数は、09
年には長崎市全人口の2倍
以上増加した。

神戸南京町の中華街
1977年に南京町商
店街振興組合が設立。
神戸市の区画整理の
一環で新たな観光ス
ポットとして再建設さ
れた。新築の建物には
中国的デザインが採
用され、既存建築物も
中国風に改修された。
さらにより観光客を呼び寄せるため、1986年に華僑や
日本人の二代目、三代目の店主ほか、約40名で青年部
を結成。87年に「春節祭」を企画し実施した。
90年には、南京町は神戸市都市景観条例に基づく景
観形成地域の指定を受け、さらに97年には、「神戸南京
町春節祭」が市から地域無形民俗文化財の指定を受けた。新地中華門

南京町の長安門

春節祭
はこうして生まれた



の
社
会
的
環
境
の
変
化
に
よ
り
80
年
代

ま
で
に
は
緩
和
さ
れ
た
が
、
し
こ
り
は

残
っ
て
い
た
。

そ
の
な
か
で
、
政
治
的
な
対
立
よ
り

も
中
華
街
の
経
済
発
展
、
そ
の
た
め
の

街
づ
く
り
が
考
え
ら
れ
、
横
浜
中
華
街

の
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
街
の
商
店
組
合
で
あ
る
中
華
街

発
展
会
協
同
組
合
に
よ
っ
て
春
節
祭
が

計
画
さ
れ
実
施
さ
れ
た
。
春
節
祭
と
い

う
伝
統
文
化
に
よ
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
壁
を
越
え
た
と
言
え
る
。
春
節
祭

の
成
功
は
、
89
年
の
関か

ん

帝て
い

廟び
ょ
うの
建
設
、

93
年
の
牌
楼
の
改
修
と
増
設
な
ど
、
中

華
街
の
街
づ
く
り
に
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
す
契
機
と
な
っ
た
。

中
華
街
で
生
活
す
る
人
た
ち
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
こ
の
春
節
祭
は
、
単
に

観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
と
い
う
意
味
だ

け
で
は
な
く
、
横
浜
華
僑
の
調
和
と
融

合
を
進
め
る
意
義
が
あ
り
、
ま
た
、
古

来
の
中
国
伝
統
の
行
事
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
中
華
街
で
衰
退
し
つ
つ

あ
っ
た
祖
国
の
文
化
伝
統
の
復
興
、
自

分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立

を
め
ざ
す
と
い
っ
た
意
味
も
持
っ
た
の

で
あ
る
。

「
新
華
僑
」
が
構
想
す
る

「
東
京
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
池
袋
」

日
本
の
中
華
街
で
活
躍
し
て
い
る
中

国
系
の
人
は
、
主
に
戦
前
か
ら
来
日
し

た
、
い
わ
ゆ
る
老
華
僑
と
そ
の
二
世
、

三
世
の
人
た
ち
で
あ
る
。
日
本
社
会
で

生
ま
れ
育
っ
た
彼
ら
は
、
日
本
人
社
会

へ
の
定
着
・
社
会
化
に
よ
っ
て
多
元
的

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
日
中
関
係
の
改

善
を
契
機
と
し
て
、
特
に
中
国
人
の
イ

メ
ー
ジ
の
改
善
、
街
お
こ
し
や
観
光
の

ニ
ー
ズ
の
増
大
を
背
景
と
し
て
、
彼
ら

は
中
国
文
化
の
愛
着
や
伝
統
文
化
の
復

興
を
願
う
心
情
か
ら
、
日
本
に
お
け
る

エ
ス
ニ
ッ
ク
ブ
ー
ム
に
の
っ
と
っ
て
、

母
国
文
化
の
文
化
要
素
の
一
部
を
意
図

的
に
選
択
し
た
。
中
華
街
の
伝
統
づ
く

り
、
と
り
わ
け
新
た
な
伝
統
と
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
象
徴
を
創
出
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
中
国
文
化
を
活
か
し
た
地

域
と
彼
ら
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
活
性
化

を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

近
年
は
、
長
崎
・
神
戸
・
横
浜
の
よ
う

な
従
来
の
中
華
街
以
外
に
も
、
東
京
の

池
袋
に
中
国
の
新
移
民
に
よ
る
こ
れ
ま

で
と
は
違
っ
た
中
華
街
の
形
成
が
見
ら

れ
る
。池
袋
駅
周
辺
半
径
５
０
０
メ
ー
ト

ル
に
約
２
０
０
軒
の
中
国
に
関
連
す
る

料
理
・
雑
貨
を
中
心
と
す
る
店
舗
や
商

業
施
設
が
あ
る
こ
の
中
華
街
は
、
経
営

者
の
多
く
が
78
年
に
中
国
改
革
・
開
放

政
策
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
来
日
し
た

「
新
華
僑
」
と
呼
ば
れ
る
中
国
人
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
、
最
近
で
は
池
袋
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
と
呼
ば
れ
、
新
華
僑
の
情

報
集
積
基
地
と
さ
れ
る
。
従
来
の
中
華

街
と
異
な
り
、
伝
統
的
な
中
華
門
も
な

け
れ
ば
、
中
華
街
特
有
の
色
鮮
や
か
な

看
板
が
立
ち
並
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な

い
。
そ
し
て
中
華
街
の
よ
う
な
商
業
組

織
も
な
い
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
日
本

人
観
光
客
向
け
で
は
な
く
、
東
京
の
中

国
人
住
民
向
け
の
店
が
集
ま
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

08
年
、
こ
の
地
域
に
い
る
中
国
人
経

営
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
東
京
中
華
街
促

進
会
が
成
立
さ
れ
た
。
そ
の
構
想
は
、

池
袋
に
点
在
す
る
中
国
関
連
商
業
施
設

を
組
織
化
し
、「
東
京
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン

池
袋
」
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
で
、
新
し
い

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
池
袋
を
P
R
す

る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
発
展
が
注
目

さ
れ
る
。a
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国境を越える人々と国家の関係特集

横浜中華街の大通りに立つ善隣門。横浜中華街には現在10基の門が
あるが、なかでも古く、初代は1955年に完成。89年のリニューアル
時に、友好の意味を込めて、今の名前になった




